
 
 

 

 

 

 

 

■ネパール： 災害リスクの高い地域で住民主体の減災対策 
 

令和元年 9 月 16 日から同 27 日にかけて、日本赤十字社（以下、「日赤」という）山形県

支部、栃木県支部および福岡県支部から計３名の職員が本社職員とともに日赤の支援するネ

パール・コミュニティ防災事業の成果確認のため出張し、同事業の支援効果を実地調査を通

じて確認しました。 
 

同事業は、2012 年 8 月から始まり、現在は災害

リスクの高い 45 村を対象に、第 2 期目の支援フェ

ーズへと移行し、2016 年 4 月から事業を実施して

います。主には、日本における自治会の単位におけ

るコミュニティの自主的な防災組織（以下、「自主

防災組織」という）の設置を後押しし、自主防災組

織の活動の中で人々が実際に直面している地域課

題を特定し、それらの課題に対してボランティアを

含む住民が主体となった取り組みを行っています。 
 

具体的には、自主防災組織メンバーによる災害

に関する意識啓発活動や災害時出動用基金の維持

管理、洪水や地滑りに備えるための災害対策イン

フラの建設、地域で維持管理していくことが可能

な給水設備の整備、最も弱い立場に置かれた人々

に対する生計支援活動等を通じて、地域コミュニ

ティが災害に備え、適切に対応するための力を高

めることを目的としています。 
 

■ 「コミュニティに自信がつき、さらなる活動への意欲につながる！」 

今回の出張は、事業の最終年度にあたるため、事業

終了後を見据えたコミュニティ自身による活動の持

続可能性の観点から、支援対象地での課題を発見する

ことが主なミッションでした。私たちは支援対象地の

一つであるウダヤプール郡チャウダンディガディ市

ベルターバハサ地区と、同郡カタリ市ソランチャビセ

地区の自主防災組織を訪問し、防災ボランティアや活

動に参加する保健ボランティア等への聞き取り調査

を行ったほか、事業の直接裨益者や赤十字関係者との

意見交換、地方行政との今後の自主防災組織を主体と

した活動の継続にかかる議論を行いました。 
 

特にコミュニティの声に耳を傾けて印象的だった

のは、コミュニティそのものの災害対応能力が上がる

につれ、実際に災害時に対応できた実績が出来たり、

災害が起きる前も後も地域の課題となっている保健
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悪天候のため到着が遅れたにもかかわらず、和や

かな雰囲気の中、自分たちの活動成果や課題につ

いて、絵に描きながら教えてくれたソランチャビ

セ地区の自主防災組織メンバー。訪問当日も村の

中心部へ通じる道路は地崩れで車両は通行不可能

な状態だったが、日赤チームに活動成果を報告し

たいと、みな徒歩 2 時間の悪路を歩いてきてくれ

た。＠JRCS 

自主防災組織のマネジメントや組織内の意思決定

時の調整役を担う女性ボランティアたち。彼女た

ちは自分の所管する地域内で住民を戸別訪問し、

活動への参加や災害から命を守るための知識の普

及等に取り組む。活動への献身を通じて、人々から

以前よりも頼られることが多くなり、組織マネジ

メントなどの訓練を受けてきて地元から尊敬され

るようになったと語ってくれた。＠JRCS 
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～今回のニュースはいかがでしたか？ご意見・ご感想をお待ちしております～ 

         良かった・もっと知りたいテーマや記事、改善してほしい点など下記アドレスにお寄せください。 

         ご意見・ご感想をいただいた方の中から抽選で毎月１名様に赤十字グッズを差し上げます。 

         いただいたご意見・ご感想は今後本ニュース内でご紹介させていただく場合があります。 

                                              ☆★ 日本赤十字社国際部 kokusai@jrc.or.jp ★☆  

 

衛生環境の改善に自主防災組織を中心に取り組み、そうした活動が地域住民からも評価され

ていることでした。このような実績が自分たちのさらなる活動のための自信となって、次の

活動への意欲に繋がっている点でした。 

 

■ 「日本国内でも共通の課題 学ぶこと多い」 

私たちはフィールドワークの結果をもって事業

の現時点での成果報告とし、実際に地域で活動して

いるネ赤職員へプレゼンテーションし、事業開始当

初と成果の間のギャップや、まもなく事業終了を迎

えようとしている中でネパール赤十字社関係者ら

との課題意識の共有を行いました。 
 

普段は各支部においてそれぞれ青少年赤十字事

業や総務、その他活動など、様々な分野で業務を

担当しているところですが、国際事業の最前線で、

コミュニティーの現状や成果を確認し、コミュニ

ティーのつながりの強さや、そこで活動するボラ

ンティアの方々の地域への貢献意識の高さなど、

日本国内でも共通の課題となっていることについ

て参考になる学びが多くありました。 

栃木県支部の入江俊能係長は次のように語り

ます。「地域防災に関する取り組みについては、

今後ますます日本国内での重要性も増すものだ

と考えている。日赤の支部による取り組みの中

でも国内と国際での活動の良いところをとって、

さらなる取り組みにつなげていきたい。その上

で、まずは自分の置かれたポジション（総務）

を意識しつつ、事業計画の策定の面で国内事業

の実施をフォローしたり、あるいは自らが出張

業務を通じて学びを深めたことについて赤十字

関係者等への普及や働きかけをすることにより

最も弱い立場に置かれた人々が立ち上がること

のできる国際協力の推進を後押ししたい。」 

 

 

 
 

日赤は 191の赤十字・赤新月社のつながりをいかし

て、災害リスクの高い地域に住む人々や住む土地を追

われた人々が、災害や疾病の脅威から命と健康、尊厳

を守る活動を続けています。 
 

国際協力の現場で赤十字ボランティアの方々や地

域住民を中心とした防災や減災、保健など多岐にわ

たる活動によって地域に変化がもたらされているの

はひとえに皆様からのご支援があってのことです。 
 

最後になりましたが、日頃より赤十字の人道活動

を支えていただき、ありがとうございます。 

日本における防災の課題や考え方について、ネパー

ル赤十字社ウダヤプール郡支部職員とボランティ

アに講演をおこなう福岡県支部坂下卓也主事。災害

への備えや対応といった共通の課題に地域で取り

組むという点で、お互いの学びを地域での活動にい

かすことが大切だと改めて振り返る。講演後、会場

は大きな拍手に包まれた。＠JRCS 

短期間で現地語の挨拶を習得し、ディスカッション前

の自己紹介等で活用した栃木県支部入江俊能係長。コ

ミュニティの人たちからすぐに受け入れられ、和やか

な雰囲気を作り上げることにより、重要なメッセージ

をインタビューの中から探り寄せることでミッション

の成功に貢献した。写真は休憩中の一コマ＠JRCS 

毎日の成果を振り返る夕方セッション。時間が過

ぎ去ることもつい忘れ、気づけば午前２時を回っ

た日もあった。山形県支部花輪賢吾主事（左）は

書き溜めた出張ノートを手にしながら、その日の

成果をチームのために記録し続けた。＠JRCS 


